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学生のいる風景 第6回

東京芸大シンフォニア英国公演
イギリス・ロンドン、ケンブリッジでおこなわれた、芸大音楽学部史上初めての海外派遣。
戦争のさなかの海外公演で、学生たちは民族や時間を超えた「普遍性」を感じ取ってきた。

芸
大
の
素
晴
ら
し
さ
を

再
認
識
し
た
旅

佐
藤
卓
史

芸
大
音
楽
学
部
の
歴
史
上
、
初
の
海
外
派
遣
と
な

る
は
ず
だ
っ
た
「
芸
大
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
英
国
公
演
」

が
、
ア
フ
ガ
ン
空
爆
開
始
に
よ
り
成
田
空
港
で
突
然

の
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
か
ら
一
年
半
。
今
度
は
イ

ラ
ク
戦
争
勃
発
で
ま
た
し
て
も
催
行
が
危
ぶ
ま
れ
た

が
、
結
局
予
定
通
り
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
、
わ
れ

わ
れ
は
戦
争
の
真
っ
只
中
を
イ
ギ
リ
ス
へ
と
飛
び
立

っ
た
。
三
月
二
十
二
日
か
ら
四
月
一
日
ま
で
の
十
一

日
間
、
計
四
回
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
を
催
す
大

規
模
な
ツ
ア
ー
と
な
っ
た
。

自
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
き
、
素
晴
ら
し
い
超
絶

技
巧
を
聴
か
せ
た
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
マ
エ
ス
ト
ロ
、

ド
ミ
ト
リ
・
シ
ト
コ
ヴ
ェ
ツ
キ
ー
。
可
憐
な
ハ
イ
デ

ィ
と
パ
ワ
フ
ル
な
デ
イ
ヴ
、
ふ
た
り
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ

タ
ー
と
の
共
演
を
楽
し
ん
だ
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
バ
ッ
ハ
＝
ス
ト

コ
フ
ス
キ
ー
「
前
奏
曲
ロ
短
調
」
に
聴
こ
え
た
戦
争

犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
平
和
へ
の
祈
り
。
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
で
の
、
現
地
の
学
生
と
の
合
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
よ
る
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
第
二
交
響
曲
。
ア
ン
コ
ー
ル

で
演
奏
さ
れ
た
叙
情
的
な
エ
ル
ガ
ー
と
大
和
魂
全
開

の
外
山
雄
三
。
そ
し
て
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ

っ
た
音
楽
院
や
大
学
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
。
た
く
さ

ん
の
場
面
が
蘇
る
こ
の
演
奏
旅
行
で
、
最
も
感
動
的

な
シ
ー
ン
を
ひ
と
つ
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
大
英
博
物

館
の
総
石
造
り
の
展
示
室
、
驚
く
べ
き
残
響
の
長
さ

と
い
う
非
日
常
的
な
音
響
空
間
の
中
、
異
様
に
遅
い

テ
ン
ポ
で
演
奏
さ
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
一
交

響
曲
で
あ
ろ
う
。
ギ
リ
シ
ア
時
代
の
巨
大
な
石
像
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東京芸大シンフォニア
英国公演
2003年3月25日（火）ロンドン、英
国王立音楽院デユークスホール／3月
26日（水）ロンドン、大英博物館ネ
レイド・ルーム（ギリシャ・ローマ
展示室）／3月27日（木）ケンブリッ
ジ、ウエストロードコンサートホー
ル／3月30日（日）マンチェスター、
王立音楽院ブラウン・シプリー・ホ
ール（英国北王立音楽院シンフォニ
ー・オーケストラと合同演奏）
帰国演奏会－4月10日（木）東京上野、
東京芸術大学奏楽堂（写真上）

英国公演では4回にわたる演奏会で、ショ
スタコーヴィッチのピアノ協奏曲第1番、
ベートヴェンの交響曲第1番、ブラームス
の交響曲第2番、バルトークのディヴェル
ティメント、ストラヴィンスキーの管弦楽
のための交響曲などが演奏された

「
ネ
レ
イ
ド
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
を
バ
ッ
ク
に
、
奏
で

ら
れ
た
の
は
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
の
音
楽
。
そ
し
て
そ

れ
に
息
を
吹
き
込
ん
だ
の
は
ロ
シ
ア
出
身
の
指
揮
者

率
い
る
日
本
の
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
そ
こ
に
は
民

族
や
時
間
を
超
越
し
た
、
宇
宙
的
な
拡
が
り
さ
え
感

じ
さ
せ
る
普
遍
的
な
「
何
か
」
が
た
し
か
に
存
在
し

て
い
た
。

聴
衆
の
温
か
く
、
時
に
熱
狂
的
な
拍
手
と
歓
声
は
、

東
京
芸
大
の
水
準
の
国
際
的
高
さ
を
証
明
し
た
だ
け

で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
が
息
づ
く
イ
ギ
リ
ス

の
人
々
に
、
真
の
感
動
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
改
め
て
芸
大
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
記
念
す
べ
き
第
一
回
公
演
に
ソ
リ

ス
ト
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大
き

な
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

今
回
の
公
演
実
現
に
あ
た
り
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ま
に
は
、
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
が
堪
え
な
い
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
ち
ょ
っ
と
い
い
話
〕
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
こ
の
春
卒

業
生
と
な
る
学
生
も
多
か
っ
た
。
卒
業
式
に
出
席
で

き
な
い
彼
ら
の
た
め
に
、
王
立
音
楽
学
院
（
Ｒ
Ａ
Ｍ
）

の
公
演
終
了
後
の
パ
ー
テ
ィ
席
上
で
「
仮
卒
業
証
書

授
与
式
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
卒
業
生
ひ
と
り
ひ
と
り

に
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
修
了
証
書
用
紙
に
実
行
委
員
の
先
生

方
の
サ
イ
ン
が
入
っ
た
「
仮
卒
業
証
書
」
が
手
渡
さ

れ
た
。
前
日
の
夜
の
提
案
か
ら
一
昼
夜
の
う
ち
に
密

か
に
準
備
が
進
め
ら
れ
、
実
現
を
み
た
先
生
方
の
粋

な
計
ら
い
で
あ
る
。
緊
張
の
多
い
演
奏
旅
行
の
な
か

で
、
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
さ
と
う
・
た
か
し
／
音
楽
学
部
ピ
ア
ノ
科
二
年
）




